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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンを搭載した乗物本体と、運転者の識別情報が入力されたトランスポンダと、該
トランスポンダからの応答信号に基づいて運転者を識別する照合回路と、この照合回路の
照合結果に基づいてエンジンを駆動制御する制御回路とを備えたエンジン停止装置におい
て、前記トランスポンダは、前記乗物本体から分離して運転者の身体に装着された状態に
保持される構成であり、
　前記制御回路は、前記乗物本体が走行中前記トランスポンダに対し常時一定周期の照合
信号を送信し、この照合信号に対するトランスポンダからの応答信号がないときにエンジ
ンを停止するように構成され、
　前記乗物本体は、鞍乗車両であることを特徴とするエンジン停止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はエンジン停止装置に関し、特に小型推進艇や雪上車等のエンジンを搭載した小型
乗物の盗難防止のためおよび緊急時にエンジンを停止するためのエンジン停止装置に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
水上オートバイ等の水上小型推進艇やスノーモービル等の小型雪上車等においては、運転
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者が船外あるいは車外に落ちたときにエンジンを停止するためエンジン停止装置として、
エンジンの緊急停止用ストップスイッチとこのストップスイッチに結合されるランヤード
コードが用いられている。このランヤードコードは、その一端が運転者の例えば手首等に
装着され、他端に二股状の係止爪を設けてこの係止爪でエンジンのストップスイッチの駆
動突起部を挟んでスイッチを非作動状態に保持して運転するものである。運転者が船外あ
るいは車外に落ちてランヤードコードの係止爪がストップスイッチから外れるとスイッチ
が作動してエンジンが停止する。
【０００３】
また、このランヤードコード先端の係止爪部に識別番号を記憶させ、番号が一致した場合
にのみエンジンを運転可能とすることにより、特定された所有者以外の者が運転しようと
した場合にエンジンが掛からなくして盗難を防止するための盗難防止用ランヤードコード
が考えらる。
【０００４】
一方、自動車の盗難防止装置として、イモビライザが用いられている。このイモビライザ
は、キーに所有者の識別情報を記憶させたトランスポンダを取付け、車体側のキーシリン
ダにアンテナを設け、このアンテナに送受信機を介して照合回路を接続させた構成である
。キーでイグニッションスイッチを回すと、キーに内蔵したトランスポンダが自動的に照
合される。このキーのトランスポンダが登録された識別情報と合致しなければエンジンが
掛からないため第三者による無断使用が防止され盗難防止が図られる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のランヤードコードによるエンジン停止装置では、コードを船体ある
いは車体等の乗物本体側に装着するのが面倒であり、特に運転者が水中に落ちてエンジン
停止後、再乗船した場合に、ランヤードコード先端の小さな係止爪をストップスイッチの
駆動突起部に嵌め込むのに手間がかかっていた。
【０００６】
また、従来の自動車盗難防止用イモビライザをエンジン停止装置として水上推進艇等に適
用しようとしても、トランスポンダがキーに内蔵され運転中乗物本体側に保持される構成
であるため、運転者の落水や落車の場合に対処することができず、また、通常キースイッ
チ構造（メインスイッチ）をもたない小型推進艇に対し適用することができない。
【０００７】
本発明は上記従来技術を考慮したものであって、運転者と乗物本体とを連結するコードを
用いることなく第三者の無断運転を防止して盗難防止を図るとともに運転者の落水や落車
を検出してエンジンを停止可能なエンジン停止装置の提供を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するため、本発明では、エンジンを搭載した乗物本体と、運転者の識別情
報が入力されたトランスポンダと、該トランスポンダからの応答信号に基づいて運転者を
識別する照合回路と、この照合回路の照合結果に基づいてエンジンを駆動制御する制御回
路とを備えたエンジン停止装置において、前記トランスポンダは、前記乗物本体から分離
して運転者側に装着された状態に保持される構成であることを特徴とするエンジン停止装
置を提供する。
【０００９】
この構成によれば、識別情報が入力されたトランスポンダが運転者側に保持されるため、
ランヤードコード等の連結コードを用いることなくシンプルな構成で運転者を識別して第
三者の無断運転を防止し盗難防止を図ることができる。また、運転者の落水や落車等の緊
急時を検出してエンジンを停止することが可能になる。
【００１０】
なお、「運転中」とは、エンジンが運転中であることを意味し、乗物本体が実際に走行（
航走）している場合はもちろん、エンジンがアイドリング状態で乗物本体が停止している
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場合も含む。
【００１１】
好ましい構成例においては、前記制御回路は、運転中前記トランスポンダに対し常時一定
周期の照合信号を送信し、この照合信号に対するトランスポンダからの応答信号がないと
きにエンジンを停止するように構成されたことを特徴としている。
【００１２】
この構成によれば、運転者側に装着されたトランスポンダに対し、乗物本体側から一定周
期で照合信号を送信してトランスポンダからの応答信号の有無により運転者の存在を確認
することができ、トランスポンダからの応答信号がないときに運転者が落水あるいは落車
したものと判断してエンジンを停止することができる。
【００１３】
さらに好ましい構成例では、前記乗物本体は、小型推進艇であることを特徴としている。
【００１４】
この構成によれば、特に小型推進艇で運転者が落水したときに、エンジンが直ちに停止す
るため、落水した位置から船体が遠くに離れず、容易に再乗船することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
図１は、本発明の実施の形態に係る水上小型推進艇の外観図である。
デッキ１およびハル２を接合して形成した船体３の中央上部にハンドル４が取付けられる
。このハンドル４を操縦する運転者の手首にはこの運転者の識別情報（ＩＤ情報）が入力
されたトランスポンダ５が例えばリストバンド等を用いて装着される。このトランスポン
ダ５に対し照合信号電波を送受信するためのアンテナ６がハンドル４の取付け部となるウ
レタン等の軟質材料からなるステアリング軸収納部７内に設けられる。このアンテナ６を
介して運転者の照合信号を送受信し運転者を照合するための識別装置８が船体３内に設け
られる。
【００１６】
これらの運転者側に装着されたトランスポンダ５と船体側に設けられたアンテナ６および
識別装置８により後述のように本発明のエンジン停止装置を構成する。なお、アンテナ６
の位置は、ハンドル根元部に限らず、運転者の身体に装着したトランスポンダ５に対し送
受信機の出力を考慮して送受信可能な船体内の適当な位置に設けることができる。また、
トランスポンダ５に対し送受信可能な範囲は、運転者が乗船している状態では腕を上げる
等どのような姿勢であっても電波が届くものとし、且つ後述のように運転者が落水したと
きに直ちにこれを検出できるようにできる限り狭い範囲となるように送受信機の出力を設
定する。
【００１７】
図２は、本発明の実施の形態に係るエンジン停止装置の構成図である。
船体内にエンジン９が搭載される。このエンジン９はスタータモータ１０により始動され
る。スタータモータ１０は、スタータリレー１１を介して船内に搭載されたバッテリ１２
に接続されるとともにスタータボタン１３に接続される。エンジン９は、点火装置１４に
より点火コイル１５を作動させることにより点火駆動される。点火装置１４には手動スト
ップスイッチ１５が接続され、必要に応じて手動でエンジンを停止することができる。
【００１８】
前述の図１で説明したように、船体内に設けたアンテナ６に接続して識別装置８が設けら
れる。この識別装置８は、アンテナ６を介して照合電波を送受信するための送受信機１６
と、送受信する照合電波を解析処理する照合回路１７と、照合回路１７の処理結果に基づ
いてエンジンを駆動するための制御回路１８とにより構成される。照合回路１７（または
制御回路１８）は、予め登録された識別情報を格納した記憶回路を有し、トランスポンダ
５への照合信号を送出するとともにその応答信号の有無を確認し登録された識別情報と照
合する。
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【００１９】
制御回路１８は、バッテリ１２、スタータボタン１３および点火装置１４に接続され、照
合回路１７の照合結果に応じて、エンジン９を始動可能な状態とさせあるいは停止させる
。エンジン９が始動可能な状態となれば、スタータボタン１３を押すことによりエンジン
９を始動させることができる。この制御回路１８は、エンジン９の運転制御を行うために
元々備っているＥＣＵ（エンジン制御装置）を用いて照合判断のルーチンを追加して構成
してもよい。また、エンジン始動時に電源を投入するためのメインスイッチ１９を制御回
路１８とバッテリ１２間に設けた構成としてもよい。このメインスイッチ１９は省略した
構成でもよい。
次に上記構成のエンジン停止装置の動作について説明する。
まず、運転者がＩＤタグ（トランスポンダ５）を身体（例えば図１のように手首）に装着
して乗船する。次にこの運転者がスタータボタン１３を押す。これにより、識別装置８の
電源がオンになる。続いて、照合回路１７から送受信機１６およびアンテナ６を介して質
問電波（照合信号）が発信され、トランスポンダ５に対し応答動作に必要なエネルギーを
与える。トランスポンダ５は、電磁誘導の原理により電力を得て、予め入力されているＩ
Ｄデータ（識別情報）を応答信号として返信する。識別装置８がこのＩＤデータをアンテ
ナ６を介して受信する。受信したＩＤデータは、照合回路１７により予め登録してある情
報と一致するかどうかが判別される。照合結果が登録してある情報と一致すれば、制御回
路１８により、スタータリレー１１および点火装置１４への電源をオンにする。なお、複
数の識別情報を登録しておくことにより、複数人による利用が可能になる。
【００２０】
ここで運転者が再びスタータボタン１３を押すことにより（又は押し続けることにより）
、スタータモータ１０が駆動されるとともに点火コイルが動作してエンジン９が始動する
。
【００２１】
一方、受信したＩＤデータが登録してある情報と一致しない場合には、スタータリレー１
１および点火装置１４の電源がオンにならず、オフ状態のままとなって、エンジン９は始
動しない。
【００２２】
なお、メインスイッチ１９が備る場合には、メインスイッチ１９をオンにしたときに、識
別装置８の電源をオンにして照合動作を開始するように構成してもよい。
【００２３】
エンジン始動後の走行中は、照合回路１７は常時一定周期で質問電波をトランスポンダ５
に対し送信し、トランスポンダ５からの応答信号を受信する。この走行中に運転者が船体
から落水すると、トランスポンダ５が運転者の身体に装着されているため、船体から離れ
て電波が届かなくなり、応答信号が受信されなくなる。このように照合回路１７がトラン
スポンダ５からの応答信号がないことを検出すると、制御回路１８は、点火装置１４の回
路をオフにしてエンジン９を停止させる。これにより、船体は落水した運転者の近くで停
止する。
【００２４】
運転者が船体に再乗船して、スタータボタン１３を押すことにより、前述と同様の動作が
繰り返されエンジン９が始動して走行状態となる。
【００２５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明では、識別情報が入力されたトランスポンダが運転者側に保
持されるため、ランヤードコード等の連結コードを用いることなくシンプルな構成で運転
者を識別して第三者の無断運転を防止し盗難防止を図ることができる。また、運転者の落
水や落車等の緊急時を検出してエンジンを停止することが可能になる。この場合、再乗船
あるいは再乗車して運転を再開するときに、コード等を接続する必要がないため、運転再
開が容易にできる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明が適用される小型水上推進艇の外観図。
【図２】　本発明に係るエンジン停止装置の構成図。
【符号の説明】
１：デッキ、２：ハル、３：船体、４：ハンドル、５：トランスポンダ、
６：アンテナ、７：ステアリング軸収納部、８：識別装置、９：エンジン、
１０：スタータモータ、１１：スタータリレー、１２：バッテリ、
１３：スタータボタン、１４：点火装置、１５：点火コイル、
１６：送受信機、１７：照合回路、１８：制御回路、１９：メインスイッチ

【図１】 【図２】
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